
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２５年１０月４日（金） 第２０号（６２）      学校だより 

元気の花 なかよしの花 やる気の花 安全の花 

北九州市立折尾東小学校 

〒 807-0824 

八幡西区光明１－２－１ 

℡ 602-2621  奥田 淳一 

 

陸上大会の練習をがんばっています。６年生 

秋晴れのもと、６年生は、１０月１０日に本城陸上競技場で行われる八幡西区陸

上記録会に向けて、練習を始めました。体育の時間を使って運動場で練習をしてい

ます。全員が１００メートル走・８００メートル走・４００メートルリレー・走り

幅跳び・走り高跳びに分かれてがんばっています。本城では限られた選手が出場し

ますが、練習の過程では、一人一人がそれぞれの記録を伸ばすようにがんばってい

きます。自分のめあてに向かって努力する、その過程がとても大切です。６年生の

みなさん、がんばってくださいね。 

 

 二つ目は、動物にどのように接していったらよいかということです。みなさんは、

「自分がされて嫌なことを人にしてはいけません。」ということを聞いたことがあり

ませんか。動物も同じだそうです。では、どんなことをしてあげたらいいのでしょ

う。皆さんはどう思いますか。神田先生はこうおっしゃいました。「自分がされて、

うれしいことを動物にも、人にもしてあげてください。」 

自分がされてうれしいことってどんなことでしょう。のどが渇いたときに、一杯の

水を差しだしてくれること、転んだ時に大丈夫と声をかけてくれたり、手当てをし

てくれたりすること、うれしいときに一緒に喜んでくれること、困ったときに助け

てくれること、それは、動物も、人も笑顔になれることなのですね。 

今、日本で大きな問題になっていることに、「いじめ」の問題があります。「いじ

めの問題でも大切なことは、「人が嫌がっていることをしない」「自分がされていや

なことをしない」「自分がされてうれしいことをする」ということが大切ではないか

と思います。お友達関係で困っていることがあったら、まず、自分や自分たちで解

決できないかやってみてください。「○○しないでね」「ごめんね」そんな一言で解

決できることもたくさんあると思います。そして、自分たちで解決することが難し

いと思ったら、あきらめたり我慢したりしないで、お友達、おうちの人、先生など

に遠慮しないで相談してください。あなたが笑顔になれるように、みんなで考えて

いきたいと思います。 

 これから始まる２学期が皆さんにとって良いものになることを願っています。 

 皆さんも周りの人も笑顔になれるようにがんばってくださいね。 

まちたんけんを楽しんでいます。２年生 
２年生が、生活科の学習で、まちたんけんを行っています。生活科は自立の基礎

を養うことを目標とした教科です。子どもたちは、折尾母と子の図書館などを見学

したりお話を聞いたりしながら、自分とのかかわりで考え、自分の世界を豊かなも

のにしていきます。また、みんなで使う場所やものについてのルールやマナーを学

んでいきます。見学に際しては、スクールヘルパーの皆様にお手伝いをいただいて

います。ありがとうございます。 

子どもたちの心をたがやすこと 

１０月１日（火）２学期初めての授業参観が行われました。今回の授業参観は、

「人権学習」をテーマに行われました。各学年で、道徳の学習を行いました。子ど

もたちの発達段階に合わせて、友達・仲間・平和・いのち・自分などの大切さにつ

いて考え合いました。道徳の学習で大切なことは、いろいろな考えや感じ方のよさ

や意味を分かり、そして自分自身で何を大切にするかを判断していくことです。 

学校教育では「知」「徳」「体」を育てていきますが、その中で「徳育」は子ども

たちの心を育てていくことに関わります。 

美しいものをみてうつくしいと思う心、悲しいことにあっ 

たら悲しいと感じる心、自分を大切にし、人を大切にする心 

や考えを子どもたちにしっかり育てていきたいですね。それは、 

学校教育全体で養われるものですし、家庭教育が果たす役割 

もとても大きいといえます。 

 

１の１ 

１の２ 
２の１ ２の２ ２の３ 

３の１ ３の２ ４の１ ４の２ 

５の１ ５の２ ６の１ ６の２ 

 

放課後の一コマです。学校が終わってランドセルを背負って男の子たちが帰っ

ています。中庭の砂場の横を通りかかったとき、砂場の中に高さ３０ｃｍほどの

山があることに気が付きました。きれいな三角の山です。そのうちの一人が山を

こわそうとしました。すると別の子が「やめとけ」と声をかけました。きっとそ

の子は、だれかがていねいにつくった砂山だからこわさないで。」という思いで声

をかけたのだろうと、私はそれを見ながら、あたたかい気持ちになりました。 


